
 
 
 

平成２２年２月１６日 
京阪電気鉄道株式会社 

 京 阪 バ ス 株 式 会 社 

京阪電気鉄道株式会社（本社：大阪市中央区、社長：上田成之助）は、本年４月１５日

（木）に開業１００周年を迎えます。そこで、これまでのご愛顧に感謝するとともに、次

の１００年に向けて、社会の一員として、改めて「環境保全」「社会貢献」「地域との共生」

をテーマに、様々な取り組みを行っていくことにしています。 

その一環として、グループ会社である京阪バス株式会社（本社：京都市南区、社長：田

中均）の「ＰｉＴａＰａ」ご利用可能エリアが大阪地区全域に拡大し、京阪電車との乗り

継ぎが便利になる本年３月１日（月）より、お客さまから頂戴した運賃の一部を沿線の緑

化活動を通じて、これまでご愛顧いただいてきた皆様に還元する「鉄道・バス乗り継ぎ  

エコ・キャンペーン」を両社共同で実施します。 

これは、本年３月１日（月）～８月３１日（火）までの６ヶ月間をキャンペーン期間と

位置づけ、期間内の土・日・祝休日に、ＩＣカード「ｅ－ｋｅｎｅｔ ＰｉＴａＰａ」を

ご利用になり、京阪電車と京阪バスを乗り継いでご乗車していただいたお客さまの運賃か

ら、乗り継ぎ乗車１回ごとに１０円を京阪グループが積み立て、沿線自治体の緑化活動を

通じて、社会に還元するというものです。緑化活動については、香里園駅東側で現在工事

が進められている「香里園駅東地区第一種市街地再開発事業」において、新たに整備され

る駅前広場の植樹に役立てることにしています。 

お出かけに公共交通機関をご利用いただくだけで、マイカー抑制による環境負荷軽減に

つながるのに加え、沿線の緑化活動にもなるという、どなたでも気軽に参加できる「カン

タンで、ちょっと楽しいエコ活動」になります。 

「鉄道・バス乗り継ぎエコ・キャンペーン」の概要は別紙のとおりです。 

 

 

 

京阪電車開業１００周年＆京阪バスＰｉＴａＰａ利用エリア拡大記念 

「鉄道・バス乗り継ぎエコ・キャンペーン」を実施します 

～ 運賃の一部を緑化活動を通じて社会に還元 ～ 



（別 紙） 

 

１．名 称 京阪電車開業１００周年＆京阪バスＰｉＴａＰａ利用エリア拡大記念 

 「鉄道・バス乗り継ぎエコ・キャンペーン」 

 

２．期 間 平成２２年３月１日（月）～平成２２年８月３１日（火）の６ヶ月間 

 

３．対 象 日 期間内の土・日曜日並びに祝・休日 

 ※対象日初日：３月６日（土）、最終日：８月２９日（日）           

 

４．対象エリア ≪京阪電車≫ 京阪本線・鴨東線、中之島線、交野線、宇治線 

 ≪京阪バス≫ 交野営業所・門真支所・香里団地支所・寝屋川支所管内

（新たにＰｉＴａＰａ利用が可能になるエリア）並びに

枚方営業所・男山営業所・高槻支所・京田辺支所管内 

（ＰｉＴａＰａシステム既導入エリア） 

 

５．内 容 対象日の同日に京阪電車（上記対象エリア）と京阪バス（上記対象エ

リア）をＩＣカード「ｅ－ｋｅｎｅｔ ＰｉＴａＰａ」を使って１回ず
つご利用いただく毎に、運賃の中から京阪グループが１０円を積み立

て、その合計金額を現在整備中の香里園駅東側駅前広場の植樹に利用

することで社会に還元します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑豊かに生まれ変わる香里園駅東側ロータリー（イメージ） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ご参考】 

京阪電鉄では１００周年を迎える本年、「環境保全」、「社会貢献」、「地域との共生」をテー

マに、以下の取り組みに代表される活動を実施していく予定です。 

○鉄道・バス乗り継ぎエコ・キャンペーン 

○記念植樹事業「香里百年桜」 

○１００周年記念企画乗車券 

○自治体や学校、地元団体などとの連携事業 
京阪線４つの営業エリアで、それぞれ地域の自治体や学校、地元団体などとパートナー 

シップを組み、連携した取り組みを実施する予定です。 

≪大阪エリア≫ ・大阪市旭区、旭区商店会連盟、千林商店街、常翔学園、大阪工業大学
他との連携による取り組み 等 

≪枚方エリア≫ ・寝屋川市、大阪府立寝屋川高校（創立１００周年）との連携による取
り組み 等 

        ・枚方市他との連携による取り組み（ひらかたパークでの結婚式） 

≪伏見エリア≫ ・聖母学院小学校他との連携による取り組み 等 

≪京都エリア≫ ・京都市東山区、京都女子学園（創立１００周年）他との連携による取
り組み 等 

以 上 
 

 

「鉄道・バス乗り継ぎエコ・キャンペーン」ＰＲポスター 


